
20平成 20 年 8月号

お　

知　

ら　

せ

　

案　

内

診
療
所
の

盆
休
に
つ
い
て

　

お
盆
期
間
の
各
診
療
所
の
休
診
日

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
大
山
診
療
所
、
名
和
診
療
所
】

　

８
月
13
日
（
水
）
〜
15
日
（
金
）

（
8
月
16
日
（
土
）
は
通
常
休
診
日
）

【
大
山
口
診
療
所
】

　

８
月
13
日
（
水
）
〜
15
日
（
金
）

（
8
月
16
日（
土
）午
前
は
診
療
あ
り
）

【
大
山
口
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
】

　

8
月
13
日
（
水
）
〜
16
日
（
土
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

診
療
所
事
務
局

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
１
０
６

『
名
和
町
誌
』

『
大
山
町
誌
』

購
入
予
約
開
始
！

刊
行
は
平
成
22
年
3
月

　

教
育
研
究
所
で
は
、
旧
町
単
位
の

町
誌
を
編
さ
ん
し
て
い
ま
す
が
、
平

成
22
年
3
月
に
『
名
和
町
誌
』
と
『
大

山
町
誌
』
の
刊
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

前
回
の
名
和
町
誌
は
昭
和
53
年

に
、
大
山
町
誌
は
昭
和
55
年
に
そ
れ

ぞ
れ
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
前

回
の
町
誌
編
さ
ん
か
ら
町
村
合
併
ま

で
の
旧
町
の
歩
み
を
中
心
に
、
前
町

誌
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
内
容
や
、

妻
木
晩
田
遺
跡
の
よ
う
に
新
た
に
発

見
さ
れ
た
内
容
を
盛
り
込
み
、
名
和

ら
し
さ
・
大
山
ら
し
さ
が
出
る
よ
う

編
さ
ん
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

名
和
地
区
・
大
山
地
区
の
自
然
、

歴
史
、
民
俗
、
産
業
、
行
政
、
教
育

な
ど
、
地
域
資
史
料
と
し
て
広
く
活

用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
販
売
に
つ
い
て

　

多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
に
読
ん

で
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
名
和

町
誌
・
大
山
町
誌
と
も
、
一
部
千
円

で
販
売
し
ま
す
。
平
成
22
年
3
月
の

刊
行
後
に
、
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に

代
金
と
引
き
か
え
で
本
を
お
渡
し
し

ま
す
。

　

な
お
、
製
本
に
あ
た
っ
て
は
、
購

入
希
望
部
数
分
の
印
刷
製
本
を
す
る

予
定
で
す
。
増
刷
は
予
定
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

各
町
誌
の
申
し
込
み
は
、
9
月
5

日
（
金
）
ま
で
に
、
次
の
方
法
で
お

願
い
し
ま
す
。

【
大
山
地
区
・
名
和
地
区
】

　

区
長
さ
ん
に
申
し
込
み
書
の
回
覧

を
お
願
い
し
ま
す
。
購
入
申
し
込
み

さ
れ
る
方
は
、
そ
の
用
紙
に
氏
名
・

住
所
・
連
絡
先
・
必
要
部
数
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
は
、
教
育
研
究
所
へ
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
中
山
地
区
】

　

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接

教
育
研
究
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。　

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
研
究
所

　

大
山
町
古
御
堂
１
７
７

　

（
旧
庄
内
小
学
校
校
舎
内
）

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
２
１

※
中
山
町
誌
の
刊
行
が
遅
れ
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
今
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

電
気
式
生
ご
み

処
理
機
購
入
費

補
助
制
度

　

ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
の
一
環
と
し
て
、
電
気
式
生
ご
み

処
理
機
を
購
入
さ
れ
た
方
に
、
購
入

費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
の
約
４

割
が
生
ご
み
で
、
特
に
夏
場
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
補
助
制
度

を
利
用
し
て
、
生
ご
み
の
減
量
・
リ

サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

◆
対
象
者

　

町
内
居
住
の
方
で
、
処
理
機
か
ら

出
る
堆
肥
な
ど
を
自
分
の
責
任
に
お

い
て
処
理
で
き
る
方

（
１
世
帯
に
つ
き
、
補
助
は
１
台
ま

で
）

◆
補
助
対
象
機
種

・
バ
イ
オ
式
（
生
ご
み
を
微
生
物
の

力
で
発
酵
・
分
解
さ
せ
る
も
の
）

・
乾
燥
方
式
（
生
ご
み
を
乾
燥
さ
せ

て
量
を
減
ら
す
も
の
）

◆
補
助
金
額

　

購
入
費
の
２
分
の
１

　

補
助
上
限
額
２
万
円

　

（
本
年
度
の
予
算
は
20
台
で
す
）

◆
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
領
収
証
（
申
請
者
の
氏
名
記
載
が

あ
る
も
の
）

・
保
証
書

・
補
助
金
振
込
先
口
座
番
号
（
申
請

者
名
義
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
生
活
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０　

　

大
山
支
所
総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１　

　

中
山
支
所
総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
１


